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本プレゼンのアウトライン

◆地域をめぐる問題認識

◆スポーツおよび地域の「ちから」とは

◆「する」「みる」「ささえる」スポーツの効果

◆スポーツ版DMOの存在と役割

◆スポーツ施設や公園を活用したまちづくり

→ハード的投資

◆地域資源を活用したスポーツによるまちづくり

→ソフト的投資
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地域をめぐる問題認識
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地域をめぐる問題認識（消滅可能性都市）

出典：日本創生会議（2024）; PRESIDENT（2024）
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https://newsdig.tbs.co.jp/list/news/mbc


地域をめぐる問題認識

◆人口減少、少子高齢化

→ 「将来推計人口」 では、2070年の日本の総人口が、

最も実現性の高いとされるケースで8700万人まで減るとされる。

◆住宅需要の減少と空き家の増加
→住宅需要の減少  →地価の下落  →空き家の増加

→住宅の老朽化  →治安の悪化  →地域コミュニティの崩壊

◆交通需要の減少と減便・路線の廃止

→交通需要の減少  →交通機関の客足が遠のく  →採算の悪化による供給量の減少

→不採算路線の廃止、事業主体の徹底→地域社会の分断

◆人手不足
→若者の地域離れによる都市集中  →地場産業の後退、雇用機会の減少

◆地域コミュニティの希薄化

→消費需要の減少  →地元商店・飲食店の廃業

→住民同士の交流の場の消失  →祭り・伝統の継承の困難
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出典：日本創生会議（2014）、三國（2023）
これらの地域課題を「スポーツ」で解決できないか？



スポーツの「ちから」とは

◆優勝劣敗が明確

◆身体に直接訴える興奮／感動

◆相手が必要 (であることが多い) 

→人が集まる「場」

→人が注目する「機能」

→人と人 / 地域と地域が繋がる「仕組み」 (橋渡し)
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このスポーツの「ちから」を使って
疲弊する地域の活性化（ちから）に

貢献できないか？

出典：束原（2017）



地域の「ちから」：ソーシャルキャピタルとは
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社会的信頼

互酬性の規範 ネットワーク



地域の「ちから」：ソーシャルキャピタルとは

「社会資本は資本の他の諸形態と同様に

生産的で、それがなければ

達成できないような

一定の目標を実現しうる」
(Coleman, 1990) 
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人々の協働行動を活発にすることによって
社会の効率性を改善する、

信頼、互酬性の社会規範、ネットワーク
といった社会組織の特徴

出典：パットナム（2001）



ソーシャルキャピタルの関連性
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ソーシャルキャピタルが経済や社会の発展に
重要な貢献を果たす

＝地域コミュニティの「ちから」を引き出す

出典：パットナム（2001）



「する」「みる」「ささえる」
スポーツの効果



「する」スポーツの効果（中学生への自然体験活動）
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出典：2024年度南房総市研究プロジェクト報告書
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「みる」スポーツの効果（観戦頻度と健康）
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出典：Kawakami et al.(2024)

現地（直接）

（スタジアム・アリーナなど）

心理的ストレスが抑制

脂質異常症が抑制

生活習慣の改善への無関心が抑制

メディア（間接）

（TV・インターネットなど）

幸福感が促進

身体活動不足が抑制

朝食欠食が抑制

高BMI、高血圧、糖尿病が促進



「ささえる」スポーツの効果（イベントの地域住民への影響）
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「する」「みる」「ささえる」スポーツに
参画してもらうことで、

ソーシャルキャピタルや健康度が高まり、
開催地域の「ちから」を引き出すことができる。

*p<.05,  ** p <.01, *** p <.001



「する」「みる」「ささえる」
スポーツの参画率の現状は？



「する」スポーツ（実施率）
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出典：スポーツ庁（2025）



「みる」スポーツ（直接観戦）
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出典：笹川スポーツ財団（2025）



「ささえる」スポーツ（実施率）
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出典：笹川スポーツ財団（2025）



「みる」スポーツ（インターネット観戦）

2025/12/9 M.Muneda 19

出典：笹川スポーツ財団（2025）



市民のスポーツに関する意識調査
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市民のスポーツに関する意識調査
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誰が？ どのように？
合意の形成は？ 予算の確保は？



スポーツによる地域活性化を担う事業体のサイクル

2025/12/9

出典：原田（2020）を棟田（2021）が加筆修正
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スポーツ版
DMO

①



DMO：Destination Management／Marketing Organization
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出典：観光庁（2023）

地域スポーツ
コミッション



地域スポーツコミッションとは？
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出典：スポーツ庁（2025）

地域スポーツ
コミッション

◆スポーツツーリズム
• スポーツへの参加や観戦を目的とした旅行や、

スポーツと観光を組み合わせた取組

◆地域スポーツ大会・イベントの開催

• 域外から参加者を呼び込む

◆国内外の大規模なスポーツ大会の誘致

◆プロチームや大学などのスポーツ合宿・
キャンプの誘致

◆住民向けの地域スポーツクラブの運営、
健康増進・地域交流イベントの開催

スポーツと景観・環境・文化などの地域資源を
掛け合わせ、戦略的に活用することでまちづくりや

地域活性化につなげる取組を推進する組織



我が国の地域スポーツコミッションの要件

◆「組織」と「活動」の観点から４つの要件
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地方公共団体、スポーツ団体、民間企業などが「一体」である。

①一体

時限でない「常設」な組織である。

②常設

スポーツツーリズムの推進やスポーツ合宿など域外交流人口の拡大

に向けた「対域外」である。

③対域外

単発の特定の大会の開催でなくスポーツによる地域活性化に向けた

「広範通年」の活動を行なっている。

④広範通年

出典：スポーツ庁（2022）



我が国の地域スポーツコミッションの現状

◆2011年10月：さいたま市で初めて設置

◆2017年01月：56団体

◆2024年10月：207団体
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出典：弓田・棟田（2020）
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我が国の地域スポーツコミッションの現状
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地域スポーツコミッションに期待される役割

2025/12/9 M.Muneda 28

出典：スポーツ庁（2025）



地域活性化のマーケティングモデル
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出典：宮副（2015）を加筆修正
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ハード的投資
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青森県八戸市（YSアリーナ）

◆運営方針
• スケートスポーツの振興と興行開催を両立させるバランスのとれた運営

◆施設のコンセプト
• 国際大会の開催が可能な屋内スピードスケート場（国内3 か所目）

• 地域の防災拠点施設

◆施設の特徴
• 世界水準の

• 「氷質」→ 最新の液化CO2 冷媒・純水使用

• 「空調環境」 → アルミ膜天井による屋根からの輻射熱を遮断

• 「照明環境」 → 全館LED 照明）の実現

• 大会を盛り上げるの観客席（3,045席）

• 液晶3面256インチ大型ディスプレイ（ヨコ6mx タテ4m)

• 施設の多目的な利用を通じた交流人口の拡大（中心市街地の賑わいの創出）

出典：八戸市（2025）
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青森県八戸市（FLAT HACHINOHE）
◆概要

• 通年型アイスアリーナをベースとし、多目的フロアヘの転換も
可能な日本初の多目的アリーナ（収容人数：バスケ5,000人, アイスホッケー3,500人）

◆新たな形の官民連携モデル
• XSM FLAT八戸株式会社が所有
• クロススポーツマーケティング株式会社が運営
• 学校利用などで市が必要とする2,500時間/年を1億1千万円/年で30年間賃借し利用
→民間施設でありながら公共的なスポーツ施設としての役割を果たす

◆官民連携のコンセプト「スケートは風土に根差したスポーツ」
• 市の利用方法

• 市内アイスホッケー、フィギュアスケートの競技団体の練習の場として利用
• アイスホッケー、フィギュアスケートの大会・合宿の場として利用
• 幼稚園、保育園及び小学校等のスケートの授業の場として利用
• 市民の皆様のスケートをする機会の拡大のために利用等

• クロススポーツマーケティング株式会社の利用（貸館含む）実績
• アジアリーグアイスホッケー東北フリーブレイズのホーム戦開催
• 3x3.EXE PREMIER HACHINOHE DIMEホーム戦の開催
• B2 リーグ青森ワッツホーム戦の開催、STARS ON ICE の開催

• BEYOND THE REGION GAMING FESTIVAL HACHINOHEの開催
• 市民の皆様のスケートをする機会の拡大のために利用等

出典：八戸市（2025）



大阪府吹田市（吹田スタジアム）
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出典：ガンバ大阪（2021）

観客収容人数40,000人

2015年竣工

サッカー専用スタジアム

建設費 140億円

ガンバ大阪が指定管理者として

48年間の管理契約を受託

公共施設を民間資金で建設する

官民パートナーシップ施設として注目



大阪府吹田市（吹田スタジアム）
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出典：ガンバ大阪（2021）

観客収容人数40,000人

2015年竣工

サッカー専用スタジアム

建設費 140億円

ガンバ大阪が指定管理者として

48年間の管理契約を受託

公共施設を民間資金で建設する

官民パートナーシップ施設として注目



大阪府吹田市（吹田スタジアム）
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出典：ガンバ大阪（2021）

観客収容人数40,000人

2015年竣工

サッカー専用スタジアム

建設費 140億円

ガンバ大阪が指定管理者として

48年間の管理契約を受託

公共施設を民間資金で建設する

官民パートナーシップ施設として注目



民間組織によるスポーツ施設整備（茨城県神栖市波崎）
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出典：波崎旅館業協同組合（2024）



スポーツチームの合宿地における選定要因

◆北海道に訪れるプロやアマチュアトップチームの選定要因
• ①施設が最も重要で、次に②サポート（受入体制）が重要

• ③気候、④食事、⑤知名度が、合宿地としての選定･促進

→③、④、⑤は、一般的な観光客が北海道内を訪れる際にも重要視する点
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出典：石澤ほか（2016）

リカバリー

温泉

屋内練習場
自然環境

高地トレーニング



スマートベニュー（SV）とは
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◆SVとして複合的にする意味

周辺施設として映画館や音楽施設、ショッピング
モール、フードコート、ホテルなどが整備されることで、

様々な目的を持った人々がスポーツ施設周辺での
滞留時間が延び、訪問回数が増える

出典：スマートベニュー研究会（2013）

中心市街地の活性化
地方財政の負担軽減

健康な地域
コミュニティの形成

利用率増による
収益改善の効果



ソフト的投資



佐賀県嬉野市
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出典：嬉野市（2025）



栃木県宇都宮市
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出典：宇都宮市（2025）



鹿児島県天城町（徳之島）
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出典：天城町、ホテルサンセットリゾート（2024）



スポーツチームの合宿地における選定要因

◆北海道に訪れるプロやアマチュアトップチームの選定要因
• ①施設が最も重要で、次に②サポート（受入体制）が重要

• ③気候、④食事、⑤知名度が、合宿地としての選定･促進

→③、④、⑤は、一般的な観光客が北海道内を訪れる際にも重要視する点
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出典：石澤ほか（2016）
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静岡県の食（アスリート飯）
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出典：裾野市, 西伊豆町（2024）



日本のポテンシャル（季節・場所）
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出典：JTB総合研究所（2024）; 環境省（2024）

◆南北約3,200kmにわたり数千の様々な島嶼が連なる島国
• 亜熱帯から亜寒帯までの幅広い生態系
• 最北端である北海道宗谷岬（北緯45度52分）から最南端の波照間

島（北緯24度02分） → アメリカ合衆国の南北に迫る距離

◆日本の領土の総面積は、約37万8,000㎢

◆このうち、最大の面積を占める本州は、約22万8,000㎢で
あり、世界の島の中で第7位の広さ

◆日本の領海や排他的経済水域の面積は約447万平方km
→国土面積は世界61位であるが、領海を合わせると世界第6位

◆国土の約３分の２が森林

◆標高約3,000mの山岳地、急峻な地形と大きな標高差、
多様な環境をもつ



高低差を利用したアウトドアスポーツ

流れる（リバーラフティング）
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ニ
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）

落
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プ
）
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ムレ
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、登
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トレ
イル
ラン
）

歩く
（ノルディックウォーク）

走る
（ジョギング、マラソン、サイクリング）

滑
空
す
る

（
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
）

滑る

（スキー、スノーボード、

山スキー）
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出典：原田（2016）

飛ぶ（熱気球）

潜る
（スキューバダイビング）



まとめ（５W１H）

◆Why？

• 地域の課題と地域資源や文化は何か？ → コンセプトに盛り込む

◆What？

• ハード、ソフトの両側面からの地域スポーツ活動拠点への投資

◆Who？

• スポーツ版DMO「地域スポーツコミッション」

◆Where？

• まずは、地域外に魅力的なまちづくりで資金の確保とブランディング

• 結果として地域住民への行政サービスの向上につながる

◆When？

• タイミングやチャンスは無限大

◆How？

• まずは、地域スポーツコミッションの整備とそれに関わるプロパー人財の確保

• 地域資源の棚卸しとコンセプトの設定
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